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手づくり和紙の卒業証書
　橘小学校（相沢　勇校長）では、例年、6年生が「手づく
り和紙の卒業証書作り」に取り組んでいます．

　2月22日、この作業の仕上げ段階ともいうべき「紙すき
作業」を実施。原　刀利松さん（長岡市在住・和紙の伝統技

法の研究家）と武田勝司さん（前橘小学校長）を講師に迎え、

6年生20人がこれに挑戦しました．
　自分ですきあげた和紙が、自分の卒業証書になる喜びは、

また格別のものがあったようです。

（関連記事を6～7ぺ一ジにカメラルポで掲載しました．）

　圃休日救急医
3月14日山口医院（下条）a55－2003

20日池田医院（本町西）君52－2581

21日中条病院（中条）費57－3018

28日大島医院（川原町〉魯52－2957

4月4日山口医院（袋町）a52－2174

11日第二藤巻医院（上　野）君68。2018
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第
二
圓
町
議
会
定
例
会
が
蓋
月
二

欝
か
ら
開
か
れ
て
い
ま
す
。
会
期
は
、

灘
牽
六
欝
該
で
の
予
定
で
す
。

　
籾
爵
の
議
欝
は
、
下
水
道
条
例
ほ

か
新
設
条
例
慧
件
と
「
精
神
障
害
者

の
獲
会
復
帰
・
福
祉
施
策
充
笑
に
関

す
る
講
願
畿
が
所
管
の
常
任
委
員
会

．
に
縫
託
毒
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般

会
誕
ほ
か
七
つ
の
特
別
会
計
補
正
予

算
な
ど
を
原
案
可
決
、
町
道
四
賂
線

蒼
認
定
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
老
人
ヂ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
穆
フ
ト
バ
ス
購
入
（
契
約

の
相
手
方
薩
新
潟
川
西
農
協
、
購
入

金
額
薩
八
蕊
○
万
六
千
国
∵
二
台
）

誉
承
認
し
ま
し
た
。

　
翻
日
か
ら
は
、
新
年
度
予
算
の
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
町
長
の
提
案
理

由
の
説
明
の
あ
と
、
各
常
任
委
員
会

の
調
義
を
経
て
、
二
十
四
獲
に
は
、

平
成
四
年
度
予
算
が
成
立
す
る
見
込

灘
で
す
．

　
一
百
に
議
決
さ
れ
た
条
例
の
一
部

改
正
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
職
の
報
酬

　
　
　
を
引
き
上
げ

町
議
会
議
員
の
報
酬

　
四
月
一
日
か
ら
、
議
長
二
十
三
万

五
千
円
、
副
議
長
十
八
万
三
千
円
、

常
任
委
員
長
・
議
会
運
営
委
員
長
十

七
万
円
、
議
員
十
六
万
五
千
円
に
、

そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

非
常
勤
特
別
職
の
職
員

　
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員
会
な
ど

非
常
勤
の
各
種
委
員
報
酬
が
改
め
ら

れ
ま
し
た
．

　
農
業
委
員
会
長
は
月
額
三
万
円
に
、

教
育
委
員
会
委
員
長
は
二
万
七
千
円
。

　
農
業
委
員
会
会
長
代
理
は
二
万
四

千
円
に
、
農
業
委
員
会
、
教
育
委
員

会
の
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ
二
万
一
千
円

ビ　 　　 ビ　 　　 ピ　 　　 　　 ダ　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 ビ　 　　 　　 ピ　 る

度一般会計予算の姿　　（単位・％）

欝
舜
ハ
罐
讃
禦
齢
驚
年

は
二
万
三
千
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

三
役
、
教
育
長
の
給
与

町
長
は
、
月
額
六
十
九
万
三
千
円
、

助
役
五
十
四
万
円
、
収
入
役
五
十
一

万
三
千
円
、
教
育
長
四
十
七
万
三
千

円
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

町
税
の
前
納
報
奨
金

を
引
き
下
げ

四
月
一
日
か
ら
、
町
民
税
・
固
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砥
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〈歳入〉

その他の内訳

国庫支出金4．1

諸　収　入2．9

財産収入2．2
地方譲与税1．8
分担金・負担金

　　　　　1．6
自動車取得税交付金

　　　　　0．9
使用料及び手数料

　　　　　0．7
繰　越　金0．7
利子割交付金0．3

〆県支出金

7．1

　　繰入金
　　7．1

町債
　14．6」

その他
　15．2

町税
　16．8

総務費
　14．4

地方交付税
　　　40．0

土木費
　11．0

　　　　　　　教育費
　　農林水産　　10．9
　　　業費
　　　　　10．2
公債費

　　9．9

衛生費5．8

〈歳出〉

その他の内訳

その他

　9．8

フ
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乞
L
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．
砿
砿

費
費
費
費
費
費

　
　
　
　
旧

防
工
会
復
働
備

　
　
　
　
害

消
商
議
災
労
予

民生費

28．0

歳入総額46億4，800万円歳出

　
二
月
十
一
日
、
平
成
五
年
度
川
西

町
一
般
・
特
別
会
計
予
算
（
案
）
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
一
般
会
計
予
算
（
案
）
は
、

四
六
億
四
、
八
○
○
万
円
で
、
前
年

度
よ
り
二
億
七
、
九
〇
〇
万
円
、
六
・

四
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て
は
、
仙

田
へ
き
地
出
張
診
療
所
会
計
を
廃
止
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
会
計
に
再
編

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
七
つ
の
特
別

会
計
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
合
計
額

は
、
三
〇
億
六
、
一
五
〇
万
円
（
対

前
年
度
六
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
増
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
五
年
度
の
目
玉
と
し
て
は
、
千
手

地
区
（
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
特
定

環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
実
施
、

仙
田
地
区
集
落
排
水
事
業
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
（
老
人
介
護
セ
ン
タ

ー
併
設
）
建
設
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
良
質
米
産
地
の
確
立
、

環
境
の
優
れ
た
町
づ
く
り
、
保
健
・

福
祉
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
当

面
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
水
管
理
シ
ス
テ
ム
の

導
入
、
道
路
整
備
、
都
市
計
画
区
画

整
備
に
向
け
た
基
礎
づ
く
り
、
ラ
イ

ス
セ
ン
タ
ー
の
改
造
・
新
設
、
水
田

転
作
を
緩
和
す
る
地
域
間
調
整
の
推

進
、
奨
学
資
金
の
充
実
、
海
外
研
修

の
助
成
な
ど
は
、
平
成
五
年
度
町
が

取
り
組
む
諸
施
策
の
中
で
も
、
柱
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

5．3．10②



砥資
産
税
前
納
報
奨
金
の
率
が
、
百
分

の
○
・
五
か
ら
百
分
の
○
・
二
五
に

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

奨
学
金
貸
与
額
を

引
き
上
げ

　
四
月
一
日
か
ら
、
奨
学
金
の
貸
与

額
が
次
の
よ
う
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

高
等
学
校
（
七
千
円
↓
一
万
円
）

高
等
専
門
学
校
（
一
万
三
千
円
↓
二

購
入
す
る
同
型
の
リ
フ
ト
バ
ス

万
円
）

専
修
学
校
（
一
万
五
千
円
↓
二
万
円
）

大
学
（
二
万
円
↓
三
万
円
）

保
育
園
の
定
員
を
減
少

　
四
月
一
日
か
ら
、
二
保
育
園
の
定

員
が
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

上
野
保
育
園
（
七
十
人
↓
六
十
人
）

橘
保
育
園
（
九
十
人
↓
八
十
人
）

仙
田
へ
き
地

出
張
診
療
所
を
再
編
成

四
月
一
日
か
ら
、
仙
田
へ
き
地
出

◎◎◎観◎鰯◎一冠◎◇◎◇絹∋

張
診
療
所
を
国
保
診
療
所
仙
田
出
張
◎

診
療
所
に
再
編
成
し
、
六
月
一
日
か
◎

ら
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
特
別
会
◎

計
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

か
わ
に
し
2
1
委
員
会

を
設
置

　
四
月
一
日
か
ら
、
地
域
振
興
に
関

す
る
事
項
を
審
議
す
る
付
属
機
関
と

し
て
、
「
か
わ
に
し
2
1
委
員
会
」
を
設

置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
年
度
予
算
（
案
）
を
記
者
団

に
公
表
す
る
南
雲
町
長

　・公園整備事業　　19，485千円

　　生涯学習の対策
●学校教育

　・仙田小学校グラウンド整備事

　　業16，500千円
　・小学校（上野・橘小）、中学校

　　いきいきスクール推進事業

　　　　　　　　　　2，991千円
●社会教育

　・生涯学習の推進　5，849千円
●文化財

　・星名邸、千手観音仁王門保護

　　事業　　　　　　4，912千円
●体育・スポーツ

　・野球場整備事業、クロスカン

　　トリーコース調査費

　　　　　　　　　　9，657千円

　　行　　　　　　　　政

・週休2日制スタート

交通・河川・資源の対策’

●道路交通
　・道路改良舗装（32路線）

　　　　　　　　　185，237千円
●都市計画

　・用途地域、道路計画の策定
　　　　　　　　　　11，050千円

　・山野田地区土地区画整理事業
　　推進　　　　　　5，700千円

　　産業振興の対策
●農業

　・橘ライスセンター改造事業

　　　　　　　　　71，857千円
　・仙田ライスセンター建設事業
　　　　　　　　　　27，650千円

　・大型防除機導入事業
　　　　　　　　　　20，599千円

　・県営防災ダム事業、県営かん
　　がい排水事業　　58，245千円

●林業
　・公有林整備事業　58，272千円

●商工業

　・上野地区街路灯整備事業

　　　　　　　　　　3，500千円
　・地方産業育成資金信用保証援

　　助事業スタート　　821千円
●観光・レクリェーション
　・ナカゴレストハウス建設事業
　　　　　　　　　　20，600千円

　　　保険医療・生活環境対策’

　　●疾病の予防
　　　・大腸がん検診制度スタート

　　　　　　　　　　　　　260千円
　　●医療の充実
　　　・仙田へき地出張診療所を、国
　　　　保診療所仙田出張診療所に再

　　　　編成
　　　・リハビリ教室開設1，107千円
　　●上水道
　　　・第三期拡張事業285，000千円
　　●下水道
　　　・特定環境保全公共下水道事業

　　　　　　　　　　　967，900千円
　　　・橘地区集落排水事業（6年度
　　　　完了）　　　　214，326千円

　　　・木落クリーンセンター周辺整
　　　　備事業　　　　　9，194千円
　　　・仙田地区集落排水事業

　　　　　　　　　　　120，400千円
　　　・三箇地区集落排水事業（調査
　　　　設計）　　　　　　2，880千円

　　　　福　　祉・対　　策

　　　・特別養護老人ホーム（老人介
　　　　護支援センター併設）事業

　　　　　　　　　　　964，000千円
　　　・老人ディサービスセンター本
　　　　格稼働　　　　　37，172千円

⑬5．3．10
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役場は’
“
丸
◎

「ムー

」

が休みとなりまず．

●役場本庁

　（総務課、税務課、住民課、農林課、建設課、環境整備課、開発課、会計課、

　議会事務局、農業委員会事務局）

●教育委員会

　（学校教育係、社会教育係、家庭相談係）

●クリニック川西《診療所》（毎週木曜日休診、月の第4土曜日は休み）

●幼稚園、小・中学校　　（月の第2土曜日は休み）

●保育所　●松葉荘（年間無休）　●ナカゴグリーンパーク　●総合センター

●総合体育館　●民俗資料館（冬期間は休み）　●高齢者コミセン　●給食センター

＊ゴミ・し尿収集、火葬場、消防川西分遣所は業務を休みません。

窓口行政サービスは
○戸籍届（出生、婚姻、死亡など）の受け付けは、従来どおり宿日直者が取り扱います。

○町内の郵便局に、戸籍の謄・抄本、住民票の写し及び年金証明の交付申請書を備え付けてあります。

平日、お近くの郵便局でそれらの申請手続きができますので、ご利用ください。

◎問い合わせは総務課行政係岱68－3111、有線2133番へ。

5．3．10⑳



町
・
農
協
の
担
当
か
ら
説
明
を

　
受
け
る
生
産
組
織
の
代
表

　
二
月
二
十
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成
五
年
度
の
転
作
面
積
の
配

分
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
か
ら
町
へ
配
分
さ
れ
た
転
作
面

積
は
、
昨
年
の
緩
和
分
か
ら
さ
ら
に

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
昨
年
、
作
柄
低
下
に
伴
う

緊
急
的
な
措
置
と
し
て
、
転
作
面
積

が
緩
和
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

水
田
復
帰
が
な
さ
れ
ず
に
、
今
年
度

の
米
在
庫
量
が
か
な
り
落
ち
込
む
と

見
込
ま
れ
る
た
め
で
す
。

　
今
年
度
で
、
六
年
続
い
た
水
田
農

業
確
立
対
策
が
終
了
し
、
五
年
度
か

ら
七
年
度
ま
で
水
田
営
農
活
性
化
対

策
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
三
年
間

は
、
同
じ
転
作
目
標
面
積
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
対
策
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

転
作
対
象
作
物
は
現
行
ど
お
り
と
し
、

助
成
金
は
一
部
減
額
と
な
り
ま
す
。

生
産
組
織
で
集
団
転
作
に
取
り
組
む

場
合
の
加
算
額
な
ど
も
、
前
対
策
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
五
年
度
の

町
の
取
り
組
み
方
向
と
し
て
は
、

①
転
作
に
対
す
る
助
成
制
度
は
今

ま
で
ど
お
り
継
続
し
ま
す
。

　
重
点
作
物
組
織
化
育
成
目
一
般
・

特
例
作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組
織
・

個
人
に
対
し
て
、
作
物
別
に
作
付
面

積
に
応
じ
て
三
～
五
千
円
。
レ
ン
コ

ン
、
ク
ワ
イ
、
ワ
ラ
工
芸
品
、
ソ
バ

の
出
荷
”
組
織
・
個
人
に
対
し
て
出

集　落　名 実転作目標面積 他用途利用米予定数量
東　　　　　山 38／．5a 5，880kg
水　　口　　沢 2／8．／ 3，390
上　　新　　井 235．O 3，8／0

中　　屋　　敷 280．9 4，380
沖　　　　　立 ／，108．O ／8，330
伊　　　　　友 699．○ ／／，370
高　　原　　田 24／．／ 3，750
坪　　　　　山 300．3 4，680
霜　　　　　条 289．4 4，500
鶴　　　　　吉 117．7 1，860
峯　　拳　　欝 3，9惣．O 繍，額繕Q
上　　　　　野 640．5 9，900
元　　　　　町 399．1 6，480
新　町　新　田 449．1 6，810
下　平　新　田 353．O 5，370
三　　　　　領 197．1 3，120
小　　根　　岸 152．5 2，430
滋　　　　　謙 2，判酬．3 諺欝，8鷺o

木　　　　　落 633．2 ／0，470
寺　　ケ　　崎 ／24．4 1，920
塩　　　　　辛 116．2 ／，740

仁　　　　　田 632．／ 9，600
野　　　　　　口 748．7 ／／，520
原　　　　　田 264．3 4，020
根　　　　　深 223．8 3，420
下　　　　　原 287．3 4，440
四　　十　　歩 23．4 360
橘　　　　　欝 3，053．4 縫鷺，縫60

中　　仙　　田 289．O 4，440
室　　　　　島 214．2 3，240
小　　　　　脇 150．／ 2，／60
古　　　　　　　　　　　　A
同　　　　　　　居 94．6 1，380
藤　　　　　沢 8．6 一

田　　　　　戸 153．／ 2，280
赤　　　　　谷 239．9 3，570
岩　　　　　瀬 269．7 4，020
大　　　　　倉 42．7 630
大　　白　　倉 211．1 3，／20

小　　白　　倉 271．3 4，050
欄　　囲　　欝 窪，944．3 28，890
川　西　町　計 11，162．O ／71，810

荷
額
の
一
割
以
内
又
は
、
組
織
で
五

万
円
、
個
人
で
一
万
円
を
限
度
。

　
転
作
作
物
種
子
種
苗
導
入
ー
一
般
・

特
例
作
物
の
転
作
を
実
施
す
る
組
織

・
個
人
に
対
し
て
、
種
子
種
苗
の
二

分
の
一
以
内
又
は
、
組
織
で
十
万
円
、

個
人
で
五
万
円
を
限
度
。

　
転
作
作
物
販
売
施
設
設
置
”
組
織

が
取
り
組
む
、
転
作
作
物
を
中
心
と

し
た
無
人
販
売
所
の
設
置
費
。

　
転
作
機
械
施
設
整
備
”
集
団
転
作

を
実
施
す
る
生
産
組
織
な
ど
が
、
機

械
施
設
を
導
入
す
る
場
合
、
必
要
な

経
費
の
一
部
を
補
助
。

②
重
点
作
物
は
、
一
般
作
物
ー
大

豆
、
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
バ

（
前
作
を
伴
っ
た
も
の
）
特
例
作
物

ー
加
工
用
ナ
ス
、
ス
イ
カ
、
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
の

販
売
に
結
び
付
く
作
物
。

③
ま
た
、
今
年
度
初
め
て
他
市
町

村
と
転
作
目
標
面
積
を
三
十
ヘ
ク
タ

ー
ル
地
域
間
調
整
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
面
積
を
増
や
し
、
六
十
五
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
地
域
間
調
整
を
取
り
組
む
よ

う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

④
そ
れ
に
伴
い
、
集
団
転
作
の
転

　
　
　
け
い
は
ん

作
田
で
畦
畔
や
水
路
な
ど
の
軽
微
な

補
修
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
．

⑤
転
作
目
標
面
積
の
配
分
算
定
は
、

集
落
か
ら
報
告
の
あ
っ
た
作
付
け
可

能
面
積
を
算
定
基
礎
と
し
て
一
律
配

分
し
ま
し
た
。
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伝統を受け継ぐ

　
三
月
三
十
ユ
臼
、
橘
小
学
校
（
相

沢
　
勇
校
長
）
六
年
生
二
十
人
が
、

一
年
が
か
り
で
進
め
て
き
た
「
手
づ

《
鱒
和
紙
の
卒
業
証
書
作
り
隆
の
仕

上
げ
の
段
階
と
も
い
う
べ
き
、
紙
す

き
作
業
を
実
施
じ
ま
し
た
。

　
轟
の
苅
手
づ
く
鰻
和
紙
の
卒
業
証

書
作
り
」
は
、
七
年
前
の
昭
和
六
十

年
が
ら
、
－
子
供
た
ち
に
物
の
犬
切

さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
教
師
か

ら
の
発
案
で
始
め
ら
れ
、
以
来
、
そ

の
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
原
　
刀
利
松
さ
ん
く
長

岡
市
で
工
房
を
持
ち
、
和
紙
の
伝
統

技
法
の
研
究
・
普
及
に
努
め
ら
れ
て

い
る
）
と
武
囲
勝
司
さ
ん
（
前
橘
小

学
校
長
）
を
講
師
に
、
保
護
者
九
人

も
参
加
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
田
前
橘
小
学
校
長
は
、
こ
の
伝

統
の
作
業
を
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
地
域
に
は
、
和
紙
の
原
料
と

癒
る
コ
ウ
ゾ
の
木
が
自
生
じ
て
お
轍
、

桜
が
も
、
地
域
の
方
の
協
力
で
畑
欝

栽
培
じ
て
い
た
だ
け
る
好
条
件
が
あ

っ
た
。
子
供
た
ち
は
、
始
め
鞠
蕊
ん

な
棒
っ
切
れ
が
紙
に
な
る
の
繍
濃
と

不
安
と
も
興
味
と
も
と
れ
る
気
持
ち

で
学
習
し
て
い
た
。
　
そ
じ
て
、
ど

の
作
業
も
大
変
な
苦
労
が
い
る
こ
と

を
実
感
。
じ
か
じ
、
自
分
で
す
き
あ

げ
た
和
紙
が
、
自
分
の
卒
業
証
書
に

癒
っ
た
喜
び
は
格
別
の
よ
う
で
、
み

一
人
が
二
～
一
二
枚
ず
つ
紙
を
す
き
ま
し
た
。
自
分
の
卒
業
証
書
を

自
分
で
す
く
喜
び
は
、
格
別
の
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
す

ん
な
感
激
す
る
。
蕊
の
事
が
橘
小
の

和
紙
づ
く
鱒
を
支
え
て
齢
る
。

　
ま
た
、
学
校
だ
け
薫
襟
く
、
地
域

薫
も
和
紙
づ
く
鱒
縫
取
嬢
組
み
．
橘

地
域
を
『
和
紙
づ
く
鰻
の
璽
』
と
餐

き
れ
ば
素
晴
ら
じ
騎
…
：
、

　
作
業
は
、
六
隼
生
が
主
体
と
は
愈

っ
て
い
る
も
の
の
、
要
所
は
五
年
生

も
参
加
・
研
修
じ
て
お
鱒
．
乙
の
伝

統
は
鱒
っ
ぱ
に
引
き
継
が
れ
て
騨
く

こ
と
で
し
ょ
う
。

　
和
紙
の
原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
の
、
繊
維
を
つ
な
ぐ
の
り
の
役
目
を
す

る
の
が
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
で
す
。
こ
の
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
畑
づ
く
り
か
ら

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
五
月
二
日
で
し
た
。
そ
し
て
、
昨

年
度
の
六
年
生
か
ら
引
き
継
い
だ
種
を
ま
き
、
肥
料
や
水
を
や
り
、
葉

が
黄
緑
色
に
な
っ
た
ら
根
を
堀
る
。
　
（
十
月
下
旬
～
十
一
月
上
旬
）
堀

り
起
こ
さ
れ
た
根
は
水
洗
い
し
、
陰
干
し
す
る
。
そ
の
後
薬
液
に
つ
け

て
お
き
、
紙
を
す
く
二
日
ほ
ど
前
に
根
を
く
だ
く
作
業
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
月
～
十
一
月
に
、
コ
ウ
ゾ
の
間
引
き
、
枝
芽
取
り
、
草
取

り
な
ど
の
作
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　　　雛　難礁縫

（
ト
ロ
ロ
ア
オ
イ
の
畑
作
り
が
全
員
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
）

難　　　　　　　　嚢　　　　　薦　　　　蝿一
㎜雛
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▲コウゾの刈り取り

　学校からおよそ5～600m
　離れた所にコウゾの畑があり

　ます。のこぎりなどで、一本

　一本刈り取り作業が実施され

　ました

〈
コ
ウ
ゾ
を
蒸
す

　
5
0
～
6
0
㎝
に
切
っ
て
束
ね
ら
れ
た

　
コ
ウ
ゾ
は
、
か
ま
に
入
れ
て
1
時

　
間
ほ
ど
蒸
し
ま
す
。
こ
の
蒸
す
作

業
を
失
敗
す
る
と
、
繊
維
が
う
ま

　
く
ほ
ぐ
れ
な
い

灘醗

レ
表
皮
を
削
る

　
表
皮
の
茶
色
の
部
分
を
小
刀
で
削

　
り
ま
す
。
冷
め
な
い
う
ち
に
削
る

　
の
が
コ
ッ
。
五
年
生
も
参
加
し
て
、

来
年
に
向
け
て
研
修
し
ま
し
た

▼コウゾを煮る

　20％ソーダ灰液の中で煮る。

　1時間煮て返し、また1時間

　煮る。この煮る作業がうまく

　いかないと、繊維たたきの際、

　ほぐれにくく苦労する

劉
」
、
、

▼コウゾの表皮をはぐ

　コウゾの棒が冷めないうちに

　しないと、表皮がはがれにく

　くなります。棒の先を手で握

　り、よじるようにするのがコ

　ツ

羅辮難騰灘羅ヨ1、羅灘霧灘・1…．

　禰磁

　　　　　　　　

　　　　鎌

〈
コ
ウ
ゾ
を
た
た
く

　
繊
維
を
ほ
ぐ
す
た
め
、
固
い
木
の

　
上
で
棒
な
ど
で
、
モ
チ
み
た
い
に

　
な
る
ま
で
た
た
く
。
こ
こ
ま
で
く

　
れ
ば
、
も
う
少
し
で
待
望
の
紙
す

　
き
作
業
が
待
っ
て
い
ま
す
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仙
田
村
の
学
校
間
題
⑧

　
　
　
　
　
　
山
石
瀬
金
　
子
　
幸

作

教
員
給
の
支
払
い
に
苦
慮

　
大
正
期
は
ど
こ
の
町
村
も
一
般
会

計
の
半
分
が
教
育
費
で
、
そ
の
大
半

を
占
め
た
の
が
先
生
方
の
給
料
で
あ

っ
た
。
小
学
校
教
師
の
給
料
は
す
、
べ

て
村
費
か
ら
支
出
さ
れ
、
そ
の
支
給

額
は
県
令
で
定
め
た
基
準
に
よ
っ
た

た
め
、
ど
ん
な
に
財
政
難
の
村
で
も

県
の
示
し
た
基
準
額
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
し
た
が
っ
て
、
村
は
高
給
取
り
の

教
師
が
赴
任
し
て
来
る
こ
と
を
敬
遠

し
、
高
額
の
教
師
が
着
任
し
た
と
き

銀
世
界
の
中
仙
田
校

（
中
仙
田
・
小
林
政
夫
さ
ん
提
供
）

は
本
人
と
示
談
し
て
「
月
俸
金
○
○

円
を
給
す
る
」
こ
と
で
了
解
を
得
、

あ
る
い
は
、
基
準
額
を
支
給
し
て
も

そ
の
何
割
か
を
村
に
寄
附
し
て
も
ら

う
苦
肉
の
策
を
と
っ
た
り
し
た
。

　
中
仙
田
校
区
が
、
学
校
問
題
を
解

決
す
る
に
は
校
長
の
手
腕
が
必
要
だ

か
ら
と
、
県
に
働
き
か
け
て
大
物
校

長
を
招
へ
い
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
着

任
し
た
羽
鳥
千
代
吉
校
長
は
前
任
者

の
倍
額
に
近
い
月
俸
金
百
円
で
、
役

場
が
ビ
ッ
ク
リ
し
、
高
橋
政
治
収
入

役
が
支
払
い
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
一
村
一
校
化
を
督
励

　
こ
の
時
代
の
義
務
教
育
国
庫
負
担

は
、
市
町
村
が
公
教
育
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
国
が
肩
代
わ
り
す
る
形

で
県
に
一
括
配
布
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
額
は
県
全
体
に
お
け
る
公
学
費
の

わ
ず
か
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
上
野
村
の

場
合
に
は
、
年
額
二
一
四
円
を
交
付
）

で
、
村
の
財
政
は
危
機
に
陥
り
、
教

員
給
料
の
支
払
い
が
滞
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
た
め
に
、
六
つ
の
学
校
を
統

合
す
れ
ば
校
長
や
学
級
数
も
減
り
、

教
員
給
料
も
そ
れ
だ
け
少
な
く
て
す

む
と
い
う
声
が
議
員
衆
か
ら
あ
が
り
、

本
校
が
分
校
に
な
っ
て
も
学
校
が
絶

え
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
と
、
不
本

意
な
が
ら
も
学
校
統
合
を
考
え
る
者

が
多
く
な
っ
た
。
県
も
ま
た
、
教
育

費
を
軽
減
す
る
目
的
も
あ
っ
て
か

コ
村
一
校
化
が
望
ま
し
い
」
と
指

導
し
、
県
視
学
の
会
議
で
も
』
村

一
校
の
制
」
を
督
励
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
世
相
下
の
仙
田
村
で
、

大
正
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
中
仙
田

校
に
高
等
小
学
が
併
置
さ
れ
た
が
、

仙
田
・
赤
岩
・
白
倉
校
区
は
不
満
で

騒
ぎ
立
て
、
村
会
は
も
め
た
。

　
金
子
芳
英
氏
の
回
想

　
岩
瀬
の
金
子
芳
英
元
赤
岩
青
年
学

校
指
導
員
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
大
正
十
一
年
三
月
に
赤
岩
校
を
卒

業
し
、
上
の
山
に
在
っ
た
中
仙
田
校

の
高
等
科
へ
入
学
し
た
。
二
階
建
て

校
舎
の
下
が
屋
内
運
動
場
で
あ
っ
た

が
、
ま
ん
中
に
大
き
な
柱
が
あ
っ
て

遊
ぶ
の
に
邪
魔
だ
っ
た
。
在
学
中
に

中
の
島
に
で
き
た
新
し
い
学
校
へ
通

い
、
十
三
年
三
月
に
卒
業
し
、
そ
の

あ
と
補
習
科
で
一
年
間
勉
強
し
た
の

で
、
今
の
中
学
生
と
同
様
に
九
ヵ
年

を
学
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　
学
校
問
題
の
さ
な
か
な
の
に
、
岩

瀬
か
ら
中
仙
田
校
の
高
等
科
へ
入
学

者
が
多
か
っ
た
の
は
、
登
坂
甚
平
赤

岩
校
長
が
卒
業
生
の
家
庭
を
訪
問
し

て
、
「
学
校
問
題
と
子
ど
も
の
勉
強
は

別
だ
、
教
育
は
何
よ
り
の
財
産
だ
か

ら
中
仙
田
校
の
高
等
科
へ
や
り
な
さ

れ
」
と
熱
心
に
説
い
て
ま
わ
っ
て
く

れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
村
会
の
開
か
れ
た
日
、
学
校
の
帰

り
に
役
場
へ
傍
聴
に
行
く
と
議
員
衆

が
鳴
り
合
っ
て
い
た
が
、
発
言
し
な

　
　
　
　
　
は
が
ゆ

い
人
も
い
て
歯
痒
か
っ
た
。
き
た
な

オ
ッ
カ
ナ
イ
岩
瀬
の
○
○
サ
が
、
役

場
の
前
で
反
対
派
の
議
員
を
待
ち
伏

せ
し
、
そ
の
議
員
が
来
る
と
体
当
た

り
し
て
「
野
郎
、
コ
ノ
野
郎
ッ
」
と

ば
せ
い

罵
声
を
浴
び
せ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
つ
　
く
　
じ

　
登
坂
九
十
二
の
登
場

　
大
正
十
二
年
三
月
三
日
、
泥
沼
の

学
校
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
こ
の

人
が
も
っ
と
も
適
任
だ
か
ら
と
、
赤

谷
の
登
坂
九
十
二
が
推
さ
れ
て
村
長

の
座
に
つ
く
。
学
校
給
食
の
廃
止
を

訴
え
た
庄
和
町
長
が
自
分
の
考
え
を

．
入
れ
ら
れ
ず
、
「
時
代
が
あ
と
か
ら
つ

い
て
く
る
」
と
言
い
残
し
て
他
界
し

た
の
は
去
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

登
坂
九
十
二
も
仙
田
村
の
将
来
を
み

と
お
す
こ
と
の
で
き
る
数
少
な
い
政

治
家
で
、
学
校
問
題
の
解
決
に
つ
い

て
次
の
信
念
を
も
っ
て
い
た
。

　
高
倉
・
仙
田
・
中
仙
田
・
田
戸
・

赤
岩
・
白
倉
の
六
ヵ
校
を
現
状
維
持

の
ま
ま
、
表
面
上
は
一
村
一
校
に
統

合
し
、
不
要
と
な
る
校
長
五
人
の
給

料
を
学
校
建
築
の
積
立
金
に
充
て
、

村
財
政
が
健
全
に
な
っ
た
時
点
で
中

仙
田
校
と
赤
岩
校
を
統
合
す
る
。
新

設
校
の
位
置
は
赤
谷
の
童
子
ヶ
島

（
現
在
の
農
協
仙
田
支
所
）
と
し
、

こ
の
学
校
を
本
校
に
高
等
科
も
併
置
、

将
来
は
全
村
の
児
童
を
収
容
し
て
名

実
と
も
に
一
村
一
校
と
す
る
。

　
田
戸
・
高
倉
校
を
廃
止

　
村
長
に
な
っ
た
登
坂
九
十
二
の
持

論
は
、
仙
田
村
の
学
校
問
題
解
決
策

と
し
て
だ
れ
も
が
う
な
ず
け
る
も
の

で
、
次
の
「
仙
田
村
学
校
問
題
沿
革
」

に
目
を
と
お
し
て
も
、
こ
の
人
の
正

論
に
賛
同
す
る
議
員
の
少
な
か
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
大
正
十
二
年
四
月
六
日
ノ
臨
時
村

会
二
於
テ
、
更
ナ
ル
学
校
統
一
案
建

議
サ
ル
。
其
ノ
内
容
ハ
現
在
ノ
一
村

六
校
ヲ
統
合
し
て
一
村
一
校
ト
シ
、

児
童
ヲ
収
容
ス
ル
モ
校
舎
ハ
従
来
ノ

マ
マ
ト
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
時
の
郡

長
江
川
民
三
郎
殿
へ
申
請
ス
。

　
十
二
年
十
二
月
十
八
日
付
ニ
テ
前

記
申
請
二
対
シ
、
江
川
郡
長
ヨ
リ
学

校
統
一
案
二
対
ス
ル
諮
問
到
来
ス
。

　
内
容
ハ
田
戸
・
高
倉
校
ヲ
廃
止
シ

テ
中
仙
田
校
田
戸
分
教
場
、
仙
田
校

高
倉
分
教
場
ヲ
設
置
ス
ル
。
高
倉
ハ

児
童
一
年
ヨ
リ
六
年
迄
、
田
戸
ハ
一

年
ヨ
リ
三
年
迄
収
容
ス
ル
コ
ト
。

　
以
上
ノ
諮
問
二
対
シ
、
直
二
村
会

ヲ
開
キ
、
議
決
シ
、
答
申
ス
。

　
大
正
十
三
年
三
月
十
日
付
、
前
記

二
ヶ
校
ヲ
廃
止
ノ
件
認
可
サ
レ
ル
。

　
※
田
戸
と
高
倉
校
区
は
本
校
格
下

げ
を
承
服
せ
ず
、
仙
田
・
赤
岩
・
白

倉
校
区
も
高
等
科
の
再
度
併
置
を
要

求
し
て
紛
争
は
一
段
と
激
化
す
る
。
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二
月
二
十
六
日
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
で
、
新
し
い
「
ミ
ス
か
わ
に
し
」

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
ミ
ス
か
わ
に
し
に
は
、

次
の
お
二
人
が
六
人
の
応
募
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

星
名
　
薫
さ
ん
（
2
3
歳
）
沖
立

青
木
美
保
子
さ
ん
（
2
1
歳
）
上
　
野

　
、
、
、
ス
か
わ
に
し
は
、
こ
と
し
で
六

代
目
と
な
り
ま
す
。
ミ
ス
か
ら
は
、

’
一

町
の
雪
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
観
光
イ

ベ
ン
ト
や
県
内
外
で
開
か
れ
る
物
産

展
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
町

の
顔
と
し
て
ご
活
躍
願
う
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
、
、
、
ス
に
選
ば
れ
た
お
二
人

に
は
、
六
日
間
の
ハ
ワ
イ
旅
行
が
贈

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
に
、
ミ
ス
に
選
ば
れ
た
感

想
と
抱
負
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
星
名

灘
嚢

さ
ん
は
、
「
外
の
人
が
で
き
な
い
こ

と
を
自
分
が
で
き
る
の
で
う
れ
し
い
。

専
門
に
学
ん
で
き
た
旅
行
業
務
が
、

町
の
観
光
に
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
頑

張
り
た
い
」
。
青
木
さ
ん
は
、
「
ミ

ス
に
な
れ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
か
ら
、
と
に
か
く
驚
い
て
い
る
。

町
を
改
め
て
見
直
し
、
そ
の
良
さ
を

諸
行
事
を
通
じ
て
P
R
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

躍

ミスかわにしの星名さん（右）と青木さん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　．簸疇　　　　　　　　　　　　　　　囎難　　　　　　　　　　　　　1舳　　　　　　　　　　　蹴　　　　　　　　　　糊　　　　　　　　　議　　　　　　　灘馨　　　　　　撒　　　　　懸難　　　撒　　蟻　　灘　難黙

町行造林事業の

作業班員を募集
購、締め切り3月26日舳1

　
町
内
の
山
林
地
帯
で
、
雑
木
の
伐

採
や
杉
苗
の
植
林
な
ど
の
作
業
に
従

事
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◎
募
集
人
員
　
男
子
　
31
人

　
　
　
　
　
　
女
子
4
人

◎
採
用
条
件

　
①
町
民
で
健
康
な
人

　
②
男
子
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
、
刈
払
機

　
　
の
操
作
が
で
き
る
人

　
③
年
齢
は
4
月
1
日
現
在
7
0
歳
未

　
　
満

　
④
募
集
人
員
を
超
え
た
場
合
は
、

　
　
技
術
．
資
格
・
年
齢
な
ど
を
考

　
　
慮
し
て
選
考
し
ま
す

◎
賃
　
　
金
　
原
則
と
し
て
町
の
農

　
業
標
準
賃
金
（
男
子
六
千
七
百
円
、

　
女
六
千
三
百
円
）
を
基
本
日
額
と

　
し
、
ほ
か
に
技
術
・
運
転
手
な
ど

　
の
諸
手
当
を
加
算
し
て
決
め
ま
す
。

◎
賞
　
　
与
　
勤
務
日
数
な
ど
を
勘

　
案
し
た
特
別
賞
与
を
支
給
し
ま
す
。

◎
期
　
　
間
　
平
成
5
年
5
月
6
月

　
か
ら
n
月
3
0
日
の
予
定
。

◎
就
業
時
間
　
始
業
午
前
8
時
、
終

　
業
午
後
5
時
1
0
分

◎
休
　
　
日
　
日
曜
日
及
び
第
二
・

　
四
土
曜
日

◎
申
込
方
法
　
健
康
診
断
書
、
印
鑑
、

　
そ
れ
に
自
動
車
運
転
免
許
所
有
者

　
は
免
許
証
を
持
参
の
う
え
、
農
林

　
課
林
政
係
へ
。

◎
締
め
切
り
　
3
月
2
6
日
（
金
）

◎
そ
の
他
　
短
期
特
別
雇
用
保
険
、

　
労
働
災
害
適
用
の
制
度
あ
り
。

　
　
採
用
者
に
は
、
4
月
21
日
ま
で

　
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

下
刈
り
作
業
（
新
町
新
田
）
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皇
図
圖
團

圃
函
回
▽

　
話
題
の
新
刊
図
書
紹
介

○
磯
野
家
の
謎
　
サ
ザ
エ
さ
ん
堂
ム
本

○
速
さ
の
ち
が
う
時
計
　
星
野
富
弘

○
胎
児
か
ら
　
　
　
　
　
　
井
深
大

○
宰
相
の
器
　
　
　
　
　
早
坂
茂
三

〇
琉
球
の
風
　
一
～
三
巻
　
陳
舜
臣

○
王
の
挽
歌
　
上
下
　
　
遠
藤
周
作

○
流
転
の
海
　
一
・
二
部
宮
本
輝

○
冬
の
蟹
気
楼

○
恋
愛
前
夜

○
愛
を
感
じ
る
と
き

○
国
境
の
南
太
陽
の
西

○
エ
ク
ス
タ
シ
ー

○
遠
く
空
は
晴
れ
て
も

○
性
は
生
な
り

山
田
太
一

鎌
田
敏
夫

金
賢
姫

村
上
春
樹

村
上
龍

北
方
謙
三

大
島
清

○
短
夜

○
お
い
し
い
人
間

○
残
照

○
女
ざ
か
り

○
犬
婿
入
り

○
緋
い
記
憶

○
草
原
の
記

○
隠
花
平
原

○
何
処
へ

○
あ
づ
ま
橋

○
世
界
価
倭
侃

○
手
毬

上
下

○
か
ぜ
の
て
の
ひ
ら

○
と
り
残
さ
れ
て

○
夢
み
る
妹
た
ち

○
お
ワ
」
げ

〇
十
日
町
小
干
谷
魚
沼
の
一
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　
　
　
郷
土
出
版
社

○
橋
の
な
い
川
　
一
～
七
部

　
　
　
　
　
　
　
　
住
井
す
ゑ

○
夢
の
よ
う
に
日
は
過
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
聖
子

　
　
高
橋
治

高
峰
秀
子

　
　
福
富
折
口

　
丸
谷
才
一

多
和
田
葉
子

　
高
橋
克
彦

司
馬
寮
太
郎

松
本
清
張

渡
辺
淳
一

伊
集
院
静

　
五
木
寛
之

瀬
戸
内
寂
聴

　
俵
万
智

宮
部
み
ゆ
き

赤
川
次
郎

中
島
丈
博

意、
（敬称略）

ス苗場管理事務所
郎、川崎良一、水品力之介

、蔵品勲）　　　1万円

5千円
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
O
●
●
●
●
O
O
●
，
●
●
●
●
●
O
●
■
●
●
●
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●
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●
●
●
O
O
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●
O
●
●
●
●
O
●

…
③
　
　
七
行
威
利
作
明
茂
助
晒
雄

㎜
員
棚
功
孝
幸
勝
信
嘉
疑
逸

1望（

しい

一
鱒

6
爾

0
働

一
一

働
一

〇
一

。
6
　
p

O
O
　
，

0
0

一
働＝＝

一
〇
・
彗

き
　
ニ

ロ
ロ器璽器器器
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灘
〈
上
野
小
学
校
丁
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益
目

6
年
清
水
抄
子
さ
ん

4
年
金
子
　
司
さ
ん

、，1年こやなぎかな子さん

　
内
㎜
託
傲
林
山
木
橋
木
橋
坂
条
村
口
朧

町
…
嘱
　
小
米
斎
山
、
同
青
山
．
同
登
中
中
江
…

糀
騰
欝
新

報
イ
村
上
△
茸
　
…

広
ダ
（
　
　
社
匿

田
島
脇
倉
戸
谷
瀬
倉
倉
倉
…

仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
白
白
　
…

中
室
小
高
田
赤
岩
大
大
小
…

●
O
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
●
●
●
●
●
o
■
●
●
●
●
■
o
●
●
●
●
●
●
o
●
o
●
●
■
o
●
●
o
●
●

3
年
押
木
卓
哉
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲

5年村山祐子さん

4
年
根
津
迫
子
さ
ん

2年ねつなおみさん

（4月号は橘小学校です）



第15回町民スキー大会
第8回小学校親善スキー大会
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夢
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坂
を
必
死
で
登
る
選
手
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㎞
田
田
田
田
手
田
田
手
手
商

2
仙
仙
仙
仙
千
仙
仙
千
千
季

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
美
子
優
か
海
幸
恵
美
子
子

年
裕
由
　
る
優
美
理
由
裕
礼

6
　
　
　
は
　
川
　
真

撃
林
林
林
坂
谷
林
林
雲
津

小
樋
小
小
小
保
長
小
小
南
高

●
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③
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⑦
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仙
千
ネ
千
才
上
ホ
†

　
¶
1
　
（
（
（
（
（
（
（
（
（
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（

　
　
子
か
恵
穂
美
子
美
子
子
子

　
年
代
す
　
美
明
恵
奈
疸
愛
裕

子
4
加
あ
　
田
　
梨
麻

女
撃
橋
橋
保
藤
山
部
鷺
中

　
小
小
高
高
久
須
丸
渡
根
羽
田

■
●
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

　
　
　
　

　
年
年

）
2
2

m
（
（

　
4
苗
子

（　
早
理

生
　
英

学
村
沢

中
中
柄

●
①
②
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仙
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代
喜
子
子
り
子
苗
子
恵
絵

年
佳
美
奈
祐
お
祐
早
祐
智
早

5
　
　
美
　
か

撃
林
中
山
生
山
子
竹
村
品

小
野
小
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若
桐
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金
池
上
水
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新
保
也
広
兵
進
宏
光
潔
樹

　
　
　
尚
克
鉄
　
貴
昌
　
和
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藤
身
沢
山
野
沢
村
田

小
高
斎
尾
平
内
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野
柳
田
戸

●
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④
⑤
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昌
也
峻
匠
之
哲
一
輔
昭
和

　
年
大
和
　
　
宣
口
　
太
良
良
英

　
4
　
　
保
　
　
　
　
　
　
保

騒
林
・
久
坂
山
野
名
山
野
久

　
小
小
樋
大
登
丸
庭
星
丸
滋
大

■
●
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
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年
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年
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年
年

）
1
2
1
1
1
1
2
2
1
ー

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

6
一
浩
正
典
太
太
也
工
光
史

（　
伸
正
　
吉
健
康
誠
　
利
淳

生
学
橋
山
川
上
桐
桐
潟
井
水
口

中
高
村
小
井
片
片
沢
滝
清
山

●
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎞
田
手
田
商
田
商
田
田
手
手

3
仙
千
仙
才
仙
†
仙
仙
千
千

（
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

　
渉
也
亮
士
雄
行
章
太
宣
裕

　
　
和
良
健
幸
信
智
　
邦
昌

畔繋
橋
山
山
坂
落
橋
田
中
雲

小
高
高
丸
丸
登
水
高
半
田
南

●
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩

一
日
一
円
で

最
高
百
万
円
の
見
舞
金

　
県
交
通
災
害
共
済
の
更
新
加
入
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
嘱
託
員
を
通
じ

て
申
込
書
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
い
く
ら
自
分
で
注

意
し
て
い
て
も
、
万
一
と
い
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
、
加
入
し
て

い
る
方
も
三
月
末
日
で
共
済
期
間
が

終
わ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
家
族

全
員
が
加
入
す
る
よ
う
お
勧
め
し
ま

す
。　

去
年
加
入
し
た
八
、
三
八
五
人

（
加
入
率
九
十
四
・
六
％
）
の
う
ち
、

事
故
に
あ
い
見
舞
金
を
受
け
ら
れ
た

方
は
、
十
五
人
（
六
八
万
円
・
二
月

二
十
日
現
在
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

．一停電の　　　　一…瓶
1　　　お知らせ　　、、

1
・
3
　
＿
　
　
　
　
　

怒

1月㌘撃δu日薯B

　
加
入
申
込
書
は

　
　
次
の
こ
と
に
注
意

①
申
込
書
と
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、

　
人
数
と
金
額
を
記
入
し
、
会
費
を

　
添
え
て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

②
こ
と
し
三
月
末
日
ま
で
に
転
出

　
す
る
方
は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん

　
　
（
学
生
に
つ
い
て
は
加
入
で
き
ま

　
す
。
）
名
前
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た

　
ら
、
棒
線
で
消
し
て
く
だ
さ
い
。

③
申
込
書
に
、
名
前
が
打
ち
出
さ

　
れ
て
い
な
い
方
は
、
余
白
欄
に
書

　
き
加
え
て
く
だ
さ
い
。

④
申
込
書
は
、
左
右
切
り
離
さ
ず
、

　
嘱
託
員
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

遡
凶
乞
動
遇　　2月21日、仙田小で実施された

　　「いきいき仙田っ子雪フェスティバル」
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葛
蓄
犠
骸
笛
接
曝
蓄
骸
犠
犠

　
　
戸
籍
の
窓
か
ら

　
　
葛
骸
葛
曝
葛
勘
葛
犠
犠
審
り
φ
膿
犠

　
　
昇
天
ー
こ
め
い
福
を
祈
る

柄
沢
志
穂
6
（
悌
二
）
沖
立

田
辺
　
今
造
6
6
（
本
　
人
）
野
　
口

井
上
マ
ス
7
7
（
真
）
神
社
町

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
琴

欝
　
　
畔
壇

　
　
●
　
　
　
太
田
白
南
風
選

山
茶
花
の
散
り
敷
く
門
を
閉
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
原
田
　
大
平
　
き
み

暖
か
や
米
寿
を
囲
み
撮
る
写
真

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斎
木
　
和
人

浅
草
の
名
残
り
の
こ
り
て
ど
じ
ょ
う
鍋

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

杉
大
樹
身
震
い
を
し
て
雪
ふ
ぶ
き

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

残
業
の
子
を
待
つ
鍋
の
し
じ
み
汁

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

ス
キ
ー
場
ナ
イ
タ
ー
に
雲
光
り
お
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

軒
し
ず
く
音
高
く
し
て
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

ひ
と
ひ
ら
の
雲
置
き
阿
夫
利
初
茜

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

寺
山
の
撫
の
色
づ
く
芽
ぶ
き
雨

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

ひ
な
飾
り
遠
い
昔
の
今
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

信
江
の
少
し
濁
り
て
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
内
山
　
寛
平

川
崎
玉
吉
8
3
（
清
一
）
仁
田

中
條
　
ト
シ
9
0
（
石
　
平
）
大
　
倉

　
う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
か
ず
き
　
券

南
雲
和
輝
貴
月
子
長
男
上
　
野

　
　
　
　
ふ
ゆ
き

和
久
井
冬
樹
儲
ザ
男
木
落

舞
う
ご
と
く
戯
る
ご
と
く
春
の
雪

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
田
中
優
美

賞
昧
す
る
小
皿
を
廻
し
蕗
の
昧
噌

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
若
山
　
向
山

音
も
な
く
煙
る
が
如
く
雪
し
ま
く

　
　
　
　
　
　
　
原
田
根
津
と
さ
子

三
寒
と
四
温
織
な
し
春
近
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

夕
富
士
に
雲
一
つ
な
き
春
の
く
れ

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

雪
ま
つ
り
雪
の
橋
あ
り
茶
室
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
　
星
光

幾
度
も
眼
鏡
探
が
し
て
春
炬
燵

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

春
風
の
飛
ば
し
て
お
る
や
杉
花
紛

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

寒
鴉
ふ
た
声
な
き
ぬ
遠
き
空

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
入
沢
　
は
や

雪
下
よ
り
水
音
あ
り
し
雪
解
急

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
小
川
　
益
栄

慶
事
あ
る
嫁
に
荷
送
る
春
日
和

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

故
郷
近
し
車
窓
に
霞
み
八
海
山

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
　
登
坂
　
博
史
「

寒
き
中
小
さ
く
ふ
く
ら
む
葡
萄
の
芽

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
田
中
　
ひ
さ

暖
か
や
母
の
終
日
忙
し
く

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
高
野
仙
蒼
子

登
坂
灘
午
鉄
長
女
岩
瀬

　
　
　
よ
し
ひ
と

太
田
祥
戯
耽
二
男
田
中
町

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
鷺
劉
藍
か
ら

融
雪
の
流
れ
に
躍
る
猫
柳

　
　
　
　
　
　
　
木
落
丸
山
詩
朗

遠
太
鼓
雪
の
対
岸
春
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

不
忍
の
矢
鴨
救
出
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
足
立
区
　
駒
形
頼
太

雪
投
げ
て
孫
の
若
さ
を
妬
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
　
鉄
平

二
度
引
き
を
し
て
尚
去
ら
ず
春
の
風
邪

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
　
白
井
す
み
い

暖
冬
の
雪
原
早
も
黄
砂
降
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
星
名
春
子

こ
の
頃
に
来
る
花
売
り
を
待
つ
余
寒

　
　
　
　
　
　
　
上
野
　
渡
辺
　
　
朝

ふ
く
ら
ん
で
ま
だ
開
か
ざ
る
鉢
の
梅

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

畦
渡
り
つ
ぼ
み
を
上
げ
て
蕗
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
千
手
　
長
野
　
キ
ミ

雪
祭
り
鶴
の
雪
像
市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
新
町
　
井
川
　
　
亘

丹
沢
の
赤
い
夕
日
や
雪
景
色

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

雪
の
夜
静
け
さ
に
降
る
朝
思
う

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
羽
鳥
　
美
穂

か
ず
か
ず
の
雪
の
げ
い
じ
つ
雪
祭

　
　
　
　
仙
田
小
二
年
　
高
橋
　
　
隼

窓
ぎ
わ
の
春
の
日
を
受
け
鉢
の
梅

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
春
日
　
ぶ
ん

カ
ル
シ
ウ
ム
が
星
り
む
い
ρ
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ
そ
し
ょ
ろ
し
ょ
う

　
近
ご
ろ
、
　
「
カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
ろ

う
」
と
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
こ
の
飽
食
の
時
代
に
あ
っ

て
、
唯
一
足
り
な
い
栄
養
素
と
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　
体
内
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
九
十
九
％
は

骨
や
歯
に
蓄
え
ら
れ
、
残
り
は
血
液

や
細
胞
の
に
含
ま
れ
ま
す
。
そ
の
働

き
は
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
体
中
の
細
胞
の
働
き
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
、
潤
滑
油
の
役

割
も
し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な
カ

ル
シ
ウ
ム
が
不
足
す
る
と
『
イ
ラ
イ

ラ
し
て
怒
り
っ
ぽ
い
』
、
『
集
中
力

が
な
い
』
、
『
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
』
、

『
手
足
が
ひ
き
つ
る
』
、
　
『
骨
が
も

ろ
く
な
る
』
な
ど
の
症
状
が
出
て
き

ま
す
。

　
最
近
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因

つ
D
　
レ
　
　
ノ

…
豊

鰻螺

∂

で
増
え
て
い
る
病
気
が
骨
粗
影
松
症

で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
は
、
四
十

歳
を
境
に
低
下
し
て
き
ま
す
。
す
る

と
、
不
足
分
が
骨
か
ら
溶
け
出
し
、

　
そ
れ
で
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
を
上
手

に
取
る
に
は
…
…
、
な
ん
と
い
っ
て

も
”
牛
乳
・
で
す
。
大
人
が
一
日
に

必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
は
二
〇
〇
㎎
、

牛
乳
一
本
に
は
二
〇
〇
㎎
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
牛
乳
の
カ
ル

シ
ウ
ム
は
、
魚
や
野
菜
よ
り
も
吸
収

が
と
て
も
良
い
の
で
す
。
『
毎
日
一

本
牛
乳
を
飲
み
ま
し
ょ
う
』
。
牛
乳

で
下
痢
を
す
る
方
は
、
牛
乳
の
乳
糖

が
う
ま
く
消
化
で
き
ず
に
起
こ
り
ま

す
。
温
め
て
お
ち
ょ
こ
一
杯
か
ら
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
キ
ム

ミ
ル
ク
や
チ
ー
ズ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
の
乳
製
品
も
良
い
で
し
ょ
う
。

　
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
取
っ
て
、
ハ

ツ
ラ
ツ
と
し
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ

・
つ
。
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骨
が
も
ろ
く
な
る
わ
熟
す
・
お
年
麗

寄
り
が
ち
ょ
っ
と
尻
も
き
つ
い
た
幽

欝
熱
鰯
辮
齢

籍
膝
痛
も
骨
と
関
係
が
あ
る
よ
臥

酵
卸
聲
韓
礁
鰯


